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日本のフランス料理界が世界に誇る三園清三シェフ。

料理への思いから、悪戦苦闘の修行時代、これからのことまでお聞きしました。

聞き手：林屋克三郎

初めて食べたハンバーグに

心が震え、料理人の道へ

林屋　北海道のご出身だそうですね。

三園　日本海側にある増毛（ましけ）

という土地の生まれです。昔は陸の孤

島などと言われてまして、道が無くて

船で渡るような辺都な所でした。

実は増毛って、アイヌ語なのですよ。

名前の由来はアイヌ語の「マシュキニ」

「マシュケ」（カモメの多いところ）だ

そうです。江戸時代からニシン漁が盛

んで、北海道最北端の日本酒「囲稀」

（くにまれ）の造り酒屋もあります。

おやじは手漕ぎ船の漁師、お袋は農

業をやっていました。漁師の息子で、

農家の息子。その辺の事情もありまし

たから、料理人になれたのは天職なの

かなと思ったりします。

僕は7人兄弟の三男です。僕が生ま

れる前の年あたりから、増毛ではニシ

ンがさっぱり積れなくなり、実家はと

ても貧乏でした。それで15歳になった

時、手に職をつけなければと考えて、

札幌に出たわけです。

林屋　その時はもう、料理の道に進も

うと考えていらしたのですか？

三園　そうですね。それで、札幌には

身寄りがなかったですから、お米屋さ

んに丁稚奉公で入り、調理師の国家資

格を取るための夜間学校に適わせても

らいました。

ありがたいことに、お米屋さんは賄

い付きだったのですが、ある日食事に

ハンバーグが出たのですね。僕にとっ

て生まれて初めてのハンバーグでした。

何しろ当時、増毛にはレストランなど

ありませんし、その頃は和洋中の料理

の違いすら知りませんでした。

そのハンバーグには黒いソースがか

かっていたのですが、一日見て「あっ、

毒だ」と驚きました。

林屋　えっ、どうしてですか？

三園　小さい頃、お袋ときのこ狩りに

行くと、黒いきのこは毒だから絶対食

べちゃ駄目だと言われていたのです。

でも、他の住み込みの人たちは皆、

平気で食べていました。それで僕も恐
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る恐るソースと一緒に食べてみると、

これがもう、めちゃくちゃ美味しかっ

た。中からはジュワ一つと肉汁が出て

きて、ソースをなめると、甘酸っぱい

味がしたのです。

思わず作ってくれたお姉さんに尋ね

ました。「これ、何だべ？」「清三ち

ゃん、ハンバーグ知らないの？」

その時ですね、こういう料理を作れ

る様になりたいと思ったのは。本当に、

心が震えた瞬間でした。

林産　天下の三園シェフにも、そんな

時代があったのですね。

厨房に泊まり込み勉強を続けた

札幌グランドホテル時代

三岡　あんなに美味しいハンバーグを

作れる様になるには、何処に行けば良

いのだろう。聞けば、札幌グランドホ

テルが一番だと。でも、中学を卒業し

ただけでは入社試験が受けられないと

言われ、ショックを受けました。

林屋　それからどうされたのですか？

三園　強攻策に出ました。札幌グラン

ドホテルで行われた夜間学校のテーブ

ルマナー教室の時、従業員に直接交渉

しようと考えたのです。

林屋　また、思い切りましたね。

三園　ガタイの良い人を見つけて、頼

み込みました。それが青木保憲さん。

札幌グランドホテルの料理課長で、初

代料理長の息子さんでした。

僕は、青木さんに何でもしますから

ここで使ってくださいと、必死にお願

いしました。青木さんは僕を可哀想に

思ったのでしょう、「じゃあ、地下の

従業員食堂で飯炊きのパートをやりな

さい」と言ってくださったのです。

それからは、必死で働きました。従

業員食堂は食事を出すと仕事が無くな

るのですが、隣に洗い物がどんどん溜

まります。僕は18時から暇なので、志

願して洗い場をやりました。だから、

22時には洗い物が全部終わっている。

そうした頑張りが認められて、16歳の

時に晴れて正社員になれました。

林屋　いや、凄い努力ですね。

三園　正社員になってからも、ひたす

ら料理の勉強です。厨房に残って、朝

まで練習するのです。その甲斐あって、
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2年ほどであらゆる料理を覚えること

が出来ました。

洗い場のパート勤務から

スイス大使舘の料理人に抜擢

林産　その後、東京に出てこられるわ

けですね。

三岡　先輩から、「東京の帝国ホテル

には、料理の神様と呼ばれている村上

信夫という人がいる」と聞き、どうし

ても本人に会いたくなったのですね。

それで、話をつけていただき、総料

理長に紹介状を書いていただいて、18

歳で初めて津軽海峡を越えました。当

時はちょうどオイルショック。経済は

混乱し、不景気な時代でした。

村上料理長にお会い出来ましたが、

その返答は「厨房は順番待ちで、欠員

が出れば社員になれるが、君は27番目

だ。洗い場での仕事ならあるが、それ

でもいいかい？　ただし、パート勤務

だよ」というものでした。結局、洗い

場で働きながら、料理人になるチャン

スを待とうと決めたのです。

林産　帝国ホテルでの日々は、どんな

感じでしたか？

三国18歳、19歳、20歳と、毎日毎日
一所懸命、洗い場で働き続けました。

でも、チャンスはやって来なかった。

僕はね、20歳の誕生日の時に一旦挫

折しているのです。やっぱり、駄目な

ものは駄目。どんなに一所懸命頑張っ

ても、社員にはなれない。きっぱり諦

めて増毛に帰ろうと思いました。

でも、それと同時に「クソっ！」と

思う気持ちがありました。そこで思い

直したのです。

「辞める前に、自分がここで働いた

証明として、全部のレストランの食器

をピカピカにしてやろう」

林屋　凄いですね。

三園　帝国ホテルには、18のレストラ

ンがありました。僕は「パートが終わ

ったら、全部のレストランの洗い場を

回っていいですか？　お金はいりませ

んから」ってお願いしたのです。

本当に18のレストランを回りました

よ。それはもう、自分の中のけじめ、

意地でしかなかった。それから、戻れ

ないという思いと、戻りたいという気

持ちのせめぎ合いが続きました。

林屋　なるほど。

三園　それから2カ月ほど過ぎたある

日のこと、村上料理長に呼ばれました。

てっきり「そろそろ北海道に帰れ」

と言われると覚悟していたら「帝国ホ

テルで一番腕のいい料理人を、スイス

の日本大使館に派遣してくれと言われ

ている。君を推薦しておいたから、ジ

ュネーブに行く準備をしなさい」

村上料理長は僕にそう告げたのです。

まさに寝耳に水、青天の霹靂でした。

林屋　一体どういうことですか？

三国　帝国ホテルで働く650人の料理

人の中から、正式の料理人でもない僕

を「センスがいい」という理由で選ん

だというのです。ずっと見ていてくれ

たのですね、本当に嬉しかった。

年が明けてジュネーブに行く時、村

上料理長から「着いたら大使ご夫妻に

ご挨拶に行きなさい。こと細かく、閣

下と呼びなさい」と言われました。

言われた通りにお呼びすると、大使

ご夫妻がケラケラ笑うのです。「君は

面白い子だね」「そういう時代じゃな

いから、大便と言いなさい」と。

林屋　それは村上料理長の作戦だった

のかもしれませんね。

三園　そう思いました。そのおかげで、

ご夫妻には随分と可愛がっていただき

ました。大使の任期は2年でしたが、

「絶対に辞めないでくれ」と言われて、

もう一期延びたほどです。
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るわよ。ただし、3つの条件が必要よ。

お金、技術、それに信用」

なるほどそうか、と考え、やはり可

億総グルメ」の時代を迎えます。

≡ツ星のスタイルに込めた

日本人のアイデンティティ

林屋　三園シェフの名前を「世界のミ

クニ」と呼ばれるまでに高めた「ミク

ニフェスティバル」を始められたのも、

この頃からですか？

三国　あれはですね、89年にニューヨ
ークで開催したのが最初です。要する

に、それまで培ってきたフランスの三

ツ星のスタイルに、日本人のアイデン

ティティとして、お米に醤油、味噌と

いった食材や盛り付けなどに「日本」

を取り入れたわけです。

日本では辛口の批評ばかりでしたが、

海外の人にとっては、それがとても新

林屋　お話を聞けば聞くほど、本当に

凄いですね。努力の桁が違います。

三国　よく、「嘘だろ？」と言われま

すけれど、本当なのです。僕の場合は

後が無い。やるしかないので、実行あ

るのみ。人問って、必死になればなん

とかなるものですよ。

林産　確かに、本当に成功されている

方は、努力の総量が違いますね。

三国　村上料理長の顔を潰してはいけ

ないと、必死でした。とにかく、恥だ

けはかかせちゃいけない。

≡ツ星レストランでの武者修行、

そしてオーナーシェフに

林屋　スイス大使館を退職された後は、

どうされたのですか？

三国　スイスや

フランスの色々

な三ツ星レスト

ランで働きまし

た。まさに道場

破りの気持ちで、

三ツ星の門を叩

くのです。最初

の1ケ月は無給

です。見習いと

して働いて、自

分の実力を知っ

てもらう。そう

やって海外で武

者修行を8年間

続けて、28歳で

帰国しました。

林屋　それから四谷に、ご自分のお店

をオープンされた？

三国　その前に市ヶ谷の「ビストロ・

サカナザ」と言うお店で、料理長を務

めました。「オテル・ドゥ・ミクニ」

を立ち上げたのは、帰国した2年後で

す。もともと30歳で独立しようとは思

っていました。

林屋　でも、その時は今ほどの知名度

などなかったわけですよね。独立する

には当然、お金は必要ですし、どうや

って成り立たせたのですか？

三園　市ヶ谷の時、あるお婆さんが僕

のフアンになってくれました。「30歳

でお店を始めたいのですが、どうした

いいですか？」と相談すると、「出来

愛がってくださっていたノリタケの社

長、佐々木グラスの社長に保証人にな

っていただき、融資を受けることが出

来ました。最初はあまりお客さんは入

りませんでしたが、勢いに乗り、借り

入れを3年かけて全部返しました。

林屋　でも、普通はそんなに上手くい

かないものですよね。

三国　それがですね、お店をオープン

した85年は「一億総グルメ」の前兆が

あって、当時のテレビ局は料理界のス

ターを探していたのです。

そこで、僕にスポットライトが当て

られた。翌年の12月に『若き天才シェ

フ三国清三』というドキュメンタリー

番組が放映されました。そうして「一

鮮なものとして

映ったのでしょ

うね。誰もが驚

いたのですよ。

見た目は日本料

理、でも食べて

みるとフレンチ。

今から40年く

らい前はそうい

うものがありま

せんでした。や

はり世界は、新

しいものを待っ

ていたのだと思

います。

特に、93年に

ロンドンで開催

された際には、エリザベス女王が来訪

されて、大変光栄でした。

林屋　三園シェフは、フランス料理の

普及に貢献されたことで、2013年にフ

ランソワ・ラプレー大学にて名誉博士

号を授与、2015年にはフランス共和国

より「レジオン・ドヌール勲章シュヴ

ァリエ」を受勲されましたね。

三園　名誉博士号は、フランスの食文

化への功績が認められたフランス国外

のプロの料理人に対して与えられたも

ので、僕を含めて世界で4名だけの料

理人に贈られました。

フランスでは、若い世代でも功績に

対してどんどん勲章を授けます。そう

するとモチベーションが高まりますか
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ら頑張るわけです。数ある勲章の中で

も、レジオン・ドヌールは別格です。

何故なら、ナポレオンに制定された栄

典制度だから。僕をきっかけに、日本

のフランス料理界からも第2、第3の

受章者が出ることを期待しています。

子供たちへの食青を
一生のテーマにしていきたい

林屋　三園シェフはオーナーシェフと

してだけではなく、2019年ラグビーワ
ールドカップでは組織委員会顧問を、

2020年開催の東京オリンピック・パラ

リンピックでは競技大会組織委員会顧

問を務められるなど、実に多忙な毎日

を送られています。また、この度は日

本パスツール財団の親善大使も引き受

けてくださいました。

そのエネルギーが一体どこから生ま

れるのか、驚くばかりです。

三印　でも40代半ばの頃、やるべきこ

とは全てやり尽くしたと感じてしまい、

方向性を見失った時期がありました。

中でzlnIerview－Kiyomi人山kuni

林塵　そんなことがあったのですか。

三朝　その頃、母校の小学校で「食」

の授業をするというテレビ番組に出演

することになりました。子供たちと一

緒に地元の農家や漁場を訪ね、調理実

習をするのです。清々しい気持ちにな

った一方、ふと、子供たちの味覚はど

うなってしまうのか不安が募りました。

今の子供たちは、ファストフードや

加工食品を食べることが多い。でも、

正しい味覚をきちんと身につけられな

いまま大人になってしまえば、わが子

を駄目にしてしまう。我々は食事によ

って、体はもちろん、精神が鍛えられ、

心が育つからです。

林屋　全く、おっしゃる通りです。

三耳　東日本大震災後の2011年6月か

ら2017年2月にかけて、東急グループ

さんにご支援頂き、被災地の子どもた

ちを笑顔にしたいという願いを込めて、

「子供たちに笑顔を！プロジェクト」

というボランティア活動を行いました。

これは、被災地に向けた復興支援活

動の一つとして、全国からこの趣旨に

賛同するシェフが集い、小学校の体育

館で全校生徒や教職員、保護者、地元

住民の皆さんに、フランス料理の給食

をプレゼントいたしました。

そうした活動などを含めて、子供た

ちの食膏を、これからも一生のテーマ

として取り組んで行こうと思います。

林屋　素晴らしいです。三園シェフの

さらなるご活躍をお祈りします。
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